
アジアフ通信 NO.2 

 令和２年 ６月 

アジアフ係 

こんにちは！令和２年度アジアフ係です。 

今年度は前例にない新型コロナウイルスの影響により大町市の地域の皆様のご協力による

物資回収やバザーなどを実施することが困難となってしまい、アジアフ係もたいへん心を

痛めております。 

活動は制限されてしまいましたが生徒の皆さんにもこの活動を知ってもらい、伝統ある

この活動を続けて行きたいと思います。 

どうしてこの活動が生まれたのか、この活動がどのような支援に繋がっているのか、 

この活動によって助けられた人たちはどんな人なのか、これを機にこの伝統ある活動を 

知っていただければ幸いです。 

アジアフ運動って何？ 

そもそもアジア・アフリカ難民支援運動、通称アジアフとはどういった経緯で大町岳陽高校

が誇る伝統の活動となったのでしょうか？ 

始まりは１９８５年の大町北高校の３年５組がふろしきを集めてアフリカへ送る活動 

から始まりました。その後代々の３年５組がこの運動を受け継いでいく中で支援物資の 

種類が増えていきバザーが行われるようになりました。３年生が４クラスへとなった事を

機に３年生全員で取り組む運動となり２０００年から１，２年生も加えた全校の活動と 

なりました。 

２０年目の２００４年には内閣府の表彰や信毎選賞を受賞し、２５年目の２００９年から

バザーの収益の一部をミャンマーの井戸建設のため提供し、アジアへの支援も行うように

なりました。 

大町岳陽高校になった今でもこの伝統ある活動を続けていこうという生徒の思いは、 

受け継がれています。今年も自分たちが今できることに尽力していきたいと思います。 

今年で３６年目となるこの活動をこの先も続けていくために、皆さんのご協力をどうか

よろしくお願いします。 

 

 



 

 

アジアフの活動 

     ～昨年の活動～ 

４月  全校のアジアフビラ配り班分け 

５月  アジアフの宣伝活動 

６月 １３日  アジアフ講演会（アジアフを学ぼう） 

   ２０日  ビラ配り， 

２９日  物資回収 

７月 ６・７日 岳嶺祭アジアフバザー 

   １７～１９日 箱詰め 

１０月 ７日  物資発送  

 

 

前年度のアジアフバザー売り上げ＋寄付金 

４０５，９１８円 

送った物資 段ボール９７箱分の生活物資、毛布１１１枚 

ご協力ありがとうございました 

 

 

～今年の活動～ 

７月 ２７～３１日 

 物資回収 

    アジアフ募金 

８月  箱詰め 

９月  物資発送 

 

今年度もご協力よろしくお願いします！ 


